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対策委員会 本委員会からの指導・助言（意見）

災害時の安
全

①火災、地震、大雪に対する不安度が高く、実際に
　危険性が高い土砂崩れの不安度は低い。
→リスクが高い災害に焦点を当てて対応を検討
②要援護者支援制度の情報の取扱いについて、個
　人情報が開示できるよう工夫していく必要がある。

全体
①部会同士で協力や情報共有を行い、 課題が重複
　する部分は、定期的に合同対策委員会を行う。
②イベント等で取組みの報告だけでなく、 参加者が
　行える取組みも伝える。

各対策委員会へのアドバイス（助言・提案）３

②効果や影響などの測定・評価

図表２１
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対策委員会の改善事例１

助言・提案 対応

★高齢者人口は増加、子どもの
人口は減少していることから、
ケガの割合も同時に確認する

→割合も同時に示し、検証
していくようにした

★自転車盗に関心が低いため、
防犯登録の徹底と自転車盗が犯
罪であることを認識させる。

→市報を通して、また公立小
中学校へ文書で防犯登録の
推進を呼び掛けた。また、自

転車盗は犯罪であることを街
頭キャンペーンでリーフレット
を配布し、注意喚起した。

★登山者の遭難ポイントが把握で
きるため、ＧＰＳの活用を呼びかけ
ていく。

→啓発キャンペーンにおいて、
啓発チラシを新たに作成し、
ＧＰＳの活用も呼びかけた。

②効果や影響などの測定・評価

図表２２
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対策委員会の改善事例２

助言・提案 対応

★土砂崩れなどのリスクが高いも
のに焦点をあてて、取組みを呼び
かける

→地域の方と協働で、土砂災
害に特化した逃げ地図（避難
計画図）を作成し、地区防災
計画の策定まで結びつける。

★課題に対して関連する対策委
員会が連携して取組みを研究す
る。

★イベント時に「参加者ができる
取組み」を呼びかける。

→関連性が高い「子ども・高
齢者・交通」で合同対策委員
会を定期的に開催。
→参加者がすぐにできるセー
フコミュニティ活動を記念イベ
ントで呼び掛け開始。

②効果や影響などの測定・評価

図表２３
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新たなデータの収集・分析事例

②効果や影響などの測定・評価

対策委員会の改善事例
取組み開始

危険箇所を考え、
対応する力を養う

保育士への講
習→児童へ99
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安全・安心なまちづくり
アンケート
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市民安全安心なまちづくりアンケート調査

2019年アンケートでは、
成果指標を見るための項目追加

市民アンケートの特徴

●生活上の不安感や体感治安など、意識
　部分の把握が可能

●医療機関につながらないヒヤリはっと
　情報を把握する

2013年6月
対象：3,000世帯（無作為抽出）
回答数：1,229人
回収率：41.0％

2016年９月
対象：3,000世帯（無作為抽出）
回答数：1,368人
回収率：45.6％

2019年5月
対象：3,000人（無作為抽出）
回答数：1,249人
回収率：41.6％
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サーベイランス委員会が
アンケート内容の検討・分析を実施



セーフコミュニティアンケート

セーフコミュニティの認知度が低い

図表１　セーフコミュニティを知っているか？
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セーフコミュニティへの関心はある

出典：安心・安全なまちづくりアンケート（2016,2019）

セーフコミュニティアンケート

セーフコミュニティに関心があるか？
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安全・安心なまちづくりアンケート
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出典：安心・安全なまちづくりアンケート（2016）
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交通安全活動

自殺･暴力･虐待の予防活動

子どもの安心･安全のための活動

高齢者の安心･安全のための活動

余暇･スポーツ等のケガ防止活動

防犯活動

防災活動

ふだん参加している 参加したことがある 機会があれば参加したい 参加しようと思わない

地域活動への参加について

各活動でばらつきはあるが、平均すると、参加経験がある人が約
１８％、また、機会があれば参加したいと回答した人が約４７％

図表２９



認知度

関心度
参加
意欲

○ＳＣ認知度が低い

○参加意欲はある（機会があ
れば参加したい）人が多い

○ＳＣ関心度はあるが下降傾向

認知度や関心度を上げるため、
参加側の人間を増やす

↓
市民協働（参加型）の取組みを検討
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本委員会より指導・助言



ＳＣアンケートの分析結果を活用
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市民協働（参加型）の取組み
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協働（参加型）取組み事例１

■隣組長による見守り協力

　隣組長による見守り活動へのご協力。ＳＣトートバッグを配布し、ＳＣによる共助
のまちづくりを市民へ周知。

リングをつけ
て見守り活
動の内容を
掲載

隣組長へご協力依頼

代表：町会長

世帯世帯 世帯世帯 世帯世帯 世帯世帯

役員 役員

市民（約67,000人）加入率94%

隣組 隣組 隣組

町会

隣組

　隣組制度とは写真④ 図表３０
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写真⑤　隣組長による見守り・パトロール写真

回覧板を渡す際や散歩の際に

写真⑥　防犯組織のパトロールの様子
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　犯罪や事故の早期解決に向け、協力いただける市民を募集。市民ボランティア

との協力関係によるまちの見守り体制の構築。

協働（参加型）取組み事例２
■犯罪や事故を目撃した際の通報システム

事案発生

秩父警察署
SC犯罪の防止
対策委員会

②協力依頼

⑤事案解決報告

①犯罪・事
故捜査

市民ボランティア

③安心・安全メール
通知

④情報・映像の
提供

⑦事例解決メール

システム
の流れ

目撃看板

図表３３

写真７
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　決められた速度や交通ルールを守り、安全走行（セーフティ
ドライブ）に努める市民ボランティア（セーフティドライバー）や
事業所を募集。 
　優良ドライバーを増やし、交通事故「０」を目指す。 
 

オリジナルス
テッカー考案中

協働（参加型）取組み事例３

１２月末
ステッカーデザイ
ン募集締切

１月
ステッカーデザイン

決定

２月
ステッカー作成

３月
ボランティア募集

写真８
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　除雪対象路線以外の除雪を、市で貸与した小型除雪機を使用
し、町会が自主的に除雪を開始

協働（参加型）取組み事例４

■地域ボランティア除雪隊

地域の除雪作業

写真９
写真１０

写真１１
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○地区防災計画の策定：２地区５町会（久那・白久地区）

○逃げ地図（避難計画図）の作成：２地区５町会（久那・白久地区）

協働（参加型）取組み事例５
■地域の逃げ地図、防災計画の策定

写真１３写真１２



逃げ地図（避難計画図）、地区防災計画　

地区防災計画

地域で災害対応

図表３１

図表３２

逃げ地図を使った避難訓練

逃げ地図
(避難計画図)
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ぎゃ虐待たたい 徘徊

①泣き声や怒鳴り
声など普段と違う
②様子がおかしい
③放任や暴力を受
けている様子があ
る　　
など

①見かけない人が
うろうろしている
②言っていること
が不明である　
　など

様子のおかしい高齢
者、子ども　など

市、社会福祉協議会、
警察署、などへ連絡

　子どもの虐待あるいは、高齢者の虐待や徘徊を見かけた場合に、

見て見ぬふりをせず、通報する。

※見てみ
ぬふりを
しない

協働（参加型）取組み事例６
■通報体制の強化



• 今年の1月より小学生が下校する時刻
にあわせて「見守り放送」を開始

放送が聞こえましたら、できる限り見守り
をお願いします。

協働（参加型）　事例

■子どもの登下校時の見守り



委員会設置の効果

効果②：専門的な委員がいることで、収集したデータの分
析が可能になった。

効果③：評価に関する効果検証を行う組織として、各対策
委員会に取組み内容のフィードバックを行えるようになっ
た。

効果①：日本は外傷データを収集するシステムがないが、
関連するデータ等の収集・分析ができるようになった。
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課題と今後の方向性

方向性：医療機関の負担になりにくい
外傷データの収集方法を検討
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課題：市内の医療機関から外傷データを
収集するのは難しい



4646ご清聴ありがとうございました！　


